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開会挨拶：中村 利雄（イベント学会 会長）
趣旨説明：古澤 礼太（中部大学 教授／技能尊重ムーブメント促進研究会 代表、
技能と ESD/SDGs 分科会座長）

「技能尊重社会の構築に向けた技能五輪人材育成の現状と課題」
進行：古澤 礼太（中部大学 教授／技能尊重ムーブメント促進研究会 代表）、
登壇者 3名、研究会メンバー、参加者による全体討論
　

「若手技能者を育てる教育現場」
講師：名古屋市立工芸高等学校 建築システム科 
教諭 深見 信規

「企業における技能五輪選手の育成と技能継承」
講師：トヨタ自動車株式会社 トヨタ技能者養成所
技能五輪課長 高橋 鉱二

1．技能と ESD/SDGs　飯尾 歩（元中日新聞論説委員／分科会副座長）　
2．技能と社会教育　林 秀敏（名古屋市立大学 SDGs センター長／分科会座長）　
3．技能と産業観光　赤崎 真紀子（株式会社カーネル総研／分科会 座長）

「技能人材の育成を支える社会的仕組み」
登壇者：独立行政法人 高齢・障害・求職者
雇用支援機構（JEED）ポリテクセンター中部
企画指導部長　松浦 康裕

原田 伸介（技能尊重ムーブメント促進研究会 事務局長）

福井 昌平（イベント学会副会長／技能尊重ムーブメント促進研究会 アドバイザー）
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総合進行 : 赤崎 真紀子



